
新製品紹介／

■概　要
当社はパラマウントベッド㈱殿向けに病院用ベッドおよ
び介護施設用ベッド電装品を製造している。今回、あらた
に在宅用ベッド電装品を開発したので紹介する。
電装品は、ベッドの床高、背角度および膝角度を調整す
るアクチエータ（駆動部）と操作用の手元スイッチ、それら
を制御するコントローラで構成される。

■特　長
①アクチエータ4軸構成
従来の在宅用ベッドは背角度調節用アクチエータ、膝角
度調節用アクチエータ、床高調節用アクチエータの3軸構
成である。
今回の在宅用ベッドは、あらたに傾斜動作を追加するた
め、床高調節用アクチエータが足側、頭側に分離され4軸
構成となった。
図1に3軸と4軸でのベッド動作の違いを示す。

②手元スイッチ操作方法の追加
従来の手元スイッチは、所定のボタンを押すと直ちに
ベッドが動くようになっていた。
今回、意図しないボタン接触による誤動作を防止するた
め、一度任意のボタンを押さなければボタン操作が有効に
ならない機能を追加した。この操作方法をダブルアクショ
ン操作モード、従来の操作方法をシングルアクション操作
モードと呼ぶ。

2つのモードは切り替えることが出来る。

③トロイダルトランスの採用
病院用ベッドおよび介護施設用ベッドのコントローラで
は直流安定化電源にスイッチング方式を採用していた。
今回、コストダウンのためトロイダルトランスによるリ
ニア方式の電源に変更した。回路の簡略化、部品点数削減
により、信頼性は維持しながらコストダウンに成功した。

図1　3軸構成と4軸構成でのベッド動作

在宅用ベッド電装品
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